
夏を遊ぼう。
夏に学ぼう。

県では、本県ゆかりの伝統文化を新しい発想で見直し、現代に生きる
文化芸術として再発信する「カナガワ　リ・古典プロジェクト」に取り組ん
でいます。
10月には、横浜市鶴見区で曹洞宗大本山總持寺と時宗総本山清浄

光寺（遊行寺：藤沢市）の「声明」の公演を行います。声明とは、僧侶がさ
まざまな音楽的技巧を用いて経典を唱える声楽のことです。普段はお堂
の中などでしか聴くことができない声明を、今回はホールで鑑賞してい
ただけるめったにない機会を設けました。まるでオーケストラのように重
なる響きはホール全体を包みこみ、聴く者の心を魅了します。歴史に育
まれた美しい“旋律”を皆さんにも楽しんでいただきたいと思います。
また、11月には武蔵小杉で、川崎市に伝わる多彩な伝統芸能をホール

で鑑賞できる公演を行います。特に新城の囃子曲持は、力自慢の男たち
がお囃子に合わせて豪快に米俵を操るという全国でも珍しい芸能で、
その妙技は一見の価値があります。他にも、獅子の姿や演舞の異なる
獅子舞が一堂に会する、川崎市小向の獅子舞と世界三カ国の獅子舞の
競演も見逃せません。高層ビルが立ち並ぶ一角で、川崎の伝統文化と
異文化の融合を間近で体感できるまたとないチャンスです。
伝統文化と聞くと、少し堅苦しさを感じる方もいらっしゃるかもしれま

せんが、新たな目線で体験してみるとさまざまな発見があると思います。
今秋の「カナガワ　リ・古典プロジェクト」の公演に、ぜひお越しください。
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カナガワ　リ・古典プロジェクト　in 川崎 『新城の囃子曲持』

はやしきょくもち

今年も文化の日を中心とした
9月～12月に「かながわ県民文化祭」を開催します。
県内各地で多彩なプログラムが行われますので、
気になるプログラムを見つけて
ぜひご参加ください。

詳しくはこちら
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かながわ伝統文化
こども歳時記

第59回
神奈川県美術展

全国から作品を募集し、県内最大規模で開催
する美術展です。中高生特別企画展も同時
開催します。

県内に受け継がれてきた多彩な伝統文化に
触れられるイベントです。おみこしや盆踊り
大会など気軽に楽しめるプログラムをたく
さんご用意しています。

●日程：10月26日（土）11時30分～16時15分
●場所：県立青少年センター

詳しくはこちら

詳しくはこちら

詳しくはこちら

今年は、横浜市鶴見区と川崎市中原区で開催！地域にゆかりのある伝統文化を新しい発想で
見直し、現代を生きる文化芸術として「再（Re・リ）」発信する取り組みです。ぜひお楽しみください。

新城の囃子曲持
はやしきょくもち

祭囃子と曲持が一体となった伝
統芸能。55キロの祝い俵を高々
と持ち上げて力を競い合ったり、
25キロの曲俵を投げ合うなど、
さまざまな妙技を披露します。

カナガワ
リ・古典プロジェクト
カナガワ
リ・古典プロジェクト

●日程：11月23日（土・祝）
　　　 ホール公演14時～17時
●場所：川崎市コンベンションホール
●交通：JR武蔵小杉駅から徒歩5分／
　　　　東急東横線 武蔵小杉駅から
　　　　徒歩5分

●日程： 1期展［平面立体］ 9月4日～15日
 2期展［工芸・書・写真］ 9月18日～29日
 中高生特別企画展 9月4日～29日（9月16・17日は休み）
 ※各日10時～17時（9月15・29日は14時まで）

●場所： 神奈川県民ホールギャラリー

あなたの街でとびっきりのパフォーマンスを楽しんで
みませんか。プロ・アマ・年代を問わず、音楽やダンス
等さまざまなパフォーマンスを披露できる「マグカル
開放区」。これまで県庁前の日本大通りで開催して
きましたが、今年から県内各地でも開催しています。

綾瀬シニア劇団Hale（はれ）は、年齢や
障がいなどにかかわらず、すべての人が
舞台芸術に参加し、楽しめる共生共創
事業の取り組みの一つです。その劇団が
12月に成果公演を行います。

観覧
無料

出演
要事前
申込

出演
無料とびだせ！

マグカル開放区

●日程：12月7日（土）・8日（日）
●場所：綾瀬市オーエンス文化会館
●交通：小田急線・相鉄線 海老名駅からバスで
　　　 「市民文化センター前」下車徒歩１分

文化も
見逃 

かながわの 

せない
文化も芸術も芸術も
見逃 

かながわの 

せない ●日程： 10月14日（月・祝）11時～17時
●場所： ミナカ小田原 金次郎広場
●交通： JR・小田急線 小田原駅から徒歩5分

今後の開催予定

開演時間等
詳しくはこちら

要事前
申込

入場
無料

要事前
申込

観覧
無料

観覧
有料

当日券
あり

入場
無料

【上記記事に関する問合せ】 県危機管理防災課 ☎045（210）5945 　  045（210）8829

一  私たちは、あたたかい心をもって、すべての人のいのちを大切にします

一  私たちは、誰もがその人らしく暮らすことのできる地域社会を実現します

一  私たちは、障がい者の社会への参加を妨げるあらゆる壁、いかなる偏見や差別も排除します

一  私たちは、この憲章の実現に向けて、県民総ぐるみで取り組みます

正解者の中から、「ともに生きる社会かながわ憲章Tシャツ」と「書家 金澤
翔子さん直筆サイン入りポストカード」をセットでプレゼントします。　 かはが
きで住所、氏名、電話番号、クイズの答え、Tシャツの希望サイズを明記し、9月
1～27日に〒231-8588県共生推進本部室共生企画
グループ（所在地省略可）あてにご応募ください。

○○に入る言葉を答えてください。
クイズに正解した方の中から抽選で10名の方にプレゼント！

ダミー

「〇〇〇〇〇〇社会かながわ憲章」 
平成28年10月14日　神奈川県ともに生きる社会   かながわ憲章

ロックンロールでともに生きる！
vol.59

と

も
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き
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ン

＼今月は、NPO法人ハイテンション理事長　かしわ 哲さんに伺いました！／

このコラムでは、「ともに生きる社会かながわ憲章」の理念に共感していただいている方々のメッセージをご紹介しています。

私はＮＨＫの子ども番組「おかあさんといっしょ」の５代目歌のお兄さんを務めた後、福祉施設でコンサートをした
ことをきっかけに、障がいのある方たちとロックバンド「サルサガムテープ」を立ち上げ、今年で活動30周年を迎えます。
ポリバケツにガムテープを貼った手作り太鼓で自由なリズムセッションを奏でるロックは、メンバーのユニークな個性
を発揮させ、観客を魅了します。本来、社会における共生は当たり前のこと。これからも「ありのままのまっすぐな表現
をそのまま受け入れる」というロックンロール型福祉をテーマに、自由な精神で音楽
やアート活動を通じて、ともに生きる社会を目指していきます。

NPO法人ハイテンション
についてはこちら 

かしわ 哲さん

※個人情報は適切に管理し賞品の発送のみに利用、当選の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。
※Tシャツの色はブルー、M・Lサイズ各5名（男女兼用サイズ）

H P

からの
応募はこちら

H P

【上記記事に関する問合せ】 県共生推進本部室 ☎045（210）4961      045（210）8854

てつ

は、LINEで、大雨警報や台風の接近といった緊急性の高い情報や、耐震
対策や備蓄など普段からの備えに必要な情報等をお届けしています。県

防災に役立つ情報を
プッシュ配信でお届け！

地震や風水害に対する耐震対策
や備蓄など災害への事前対策に
役立つ情報を調べる

かながわ防災パーソナルサポートを活用するとともに、
改めて防災用品の備蓄などの点検を行い、災害に備えましょう！

「かながわ防災パーソナルサポート」

万が一の場合における応急手当
や救出救助の方法など助け合う
ために必要な情報を調べる

ハザードマップ、避難所開設状況、被害状況、
ライフラインの状況、道路・交通情報など避難
に役立つ情報を調べる

台風接近時の気象や避難に関す
る情報、ミサイル発射時の注意
喚起など、その時期にふさわしい
防災情報をプッシュ配信

友だち
追加は
こちら

9月1日は
防災の日です。

LINE

とびだせ！マグカル開放区 in 
湘南（7月15日開催）の様子

Neontetra
進化系1990年代“テイスト”
ポップスバンド。早稲田大
学在学中に結成。

ネ オ ン テ ト ラ

▷11月は海老名市
▷12月は相模原市と横須賀市で開催！

詳しくはこちら

【上記記事に関する問合せ】 カナガワ　リ・古典プロジェクト、共生共創事業（綾瀬シニア劇団）については県文化課 ☎045（285）0219 　  045（210）8870
とびだせ！マグカル開放区については県文化課 ☎045（210）3806 　  045（210）8870／神奈川県美術展については県文化課 ☎045（210）3808 　  045（210）8870
かながわ伝統文化こども歳時記については県立青少年センターホール運営課 ☎045（263）4475 　  045（241）7088

令和5年12月綾瀬シニア劇団第4回公演より　撮影：泉山 朗土

綾瀬シニア劇団Hale 公演

詳しくはこちら

10月には横浜市鶴見区で
声明（しょうみょう）公演を開催！
※観覧有料、要事前申込
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「夜明け」
（写真：横浜市・青柳 秀哉さん）

編集／発行（毎月1日発行）
〒231- 8588 横浜市中区日本大通１
神奈川県 政策局 知事室
☎045（210）1111（代表）
☎045（210）3662      045（210）8834

※記事は8月14日時点の内容であり、変更になる場合があります

県公式X（旧Twitter）
＠KanagawaPref_PR

海の公園から横浜・八景島シーパラダイスのジェットコー
スター越しに見る日の出を撮影しました。
（令和5年9月撮影）

■場所：海の公園（横浜市金沢区）

第20回記念講演として、俳優の秋野暢子さん
をお迎えし、がんとの向き合い方のお話と、国
際医療福祉大学大学院・津金昌一郎教授の
がん予防をテーマとしたがんと生活習慣の
関連性についての最新の知見をお伝えします。

●日時 : 9月29日（日）14時～16時30分
●会場 : 関内ホール（横浜市中区）
●申込・問合せ : （公財）かながわ健康財団
　☎045（243）6933

「防がんMAP 神奈川県版」を監修した
横山医院 在宅・緩和クリニック
横山 太郎 医師

「防がんMAP 神奈川県版」は
情報提供だけでなく、がん患者
を支える地域の方々をつなぐ力
もあると感じています。必要な
情報にたどり着くために、ぜひ
ご利用ください。

「防がんMAP 神奈川県版」について
詳しくはこちら

県内の医療機関や相
談窓口など、より地域
に根差した情報を掲
載しています。

通常の診療を受けら
れなくなる場合への
備えなどを掲載して
います。

子どもを産み育てる
ことを望むがん患者
の方などへの情報を
まとめています。

【上記記事に関する問合せ】 県がん・疾病対策課 ☎045（210）5015      045（210）8860

がんが早期に見つかった場合と進行してから見つかった場合では、5年後の
生存率に約70％の差が生じます。国は、胃がん、大腸がん、肺がん、子宮頸がん、
乳がんの5つの検診を推奨しています。がん検診はお住まいの市町村やご加
入の健康保険組合等で受けられますので、それぞれのがん検診担当部署に
お問合せください。

申込方法等
詳しくはこちら

A

A B C

B

C

全国初の
都道府県版

は、がん患者やその家族が必要な情報を簡単に入手できるようにするた
め、県内の情報を盛り込んだ「防がんMAP 神奈川県版」を作成しました。

県ホームページへの掲載のほか、がん診療連携拠点病院等でも配布しています。

県

「防がんMAP 神奈川県版」
のことを思い出してくださいいざという

とき

最近いつ、がん検診を受けましたか？

「治療期の医療機関選び」や「相談先」といったカテゴリーごとに情報をまとめているので、自分の状況に応じた二次元コード
を読み込むことで、必要な情報が一目で分かります。

＼  神奈川県版の特徴  ／

がん克服シンポジウム

俳優 秋野 暢子さん

市町村のがん検診
問合せ先はこちら

防がんMAPとは？

けい

相談先 妊孕性温存 災害時の備え
に んようせ い

※隣接した二次元コードが読み込みづらい場合、読み取りたいコード以外を隠して読み込んでください


